
日頃は「鈴木さだはる」に対し、ご支援ならびにご協力を賜り感謝申し上げます。

3月定例会、開催中です。今回の定例会では、市長の施政方針及び議案の大綱説明から始まり、

教育長による教育行政方針説明、議案提案など令和6年度の施政を行う上での重要な定例会です。

是非、注目いただき、時間の都合が付くようであれば、議会傍聴にお越しいただければ、幸いです。

（鈴木さだはるだより No.10）

さだボイス
作者：娘

ごあいさつ

【議会情報】

3月号

2月16日～3月定例会開催中（～3月22日）

市民クラブ会派視察報告

令和6年3月議会付議件数

※2月29日に質問質疑をさせていただきました。内容については、次回号にて報告します。

【2050年ゼロカーボンシティーの実現へ】

令和4年1月、板橋区ゼロカーボンシティー表明。

区役所から排出されるCO2を区が率先して削減

していくことで、区民及び事業者のCO2削減の

機運を醸成。脱炭素社会の実現を目指し、

気候変動対策に取り組む。

【2024年1月16日（火）～1月18日（木）】

（1日目）視察先：東京都 板橋区

テーマ：板橋区ゼロカーボンシティ表明について

日程

◎ゼロカーボンシティ実現に向けた具体的な取り組み

(1)再エネ100%電力の計画導入

(2)電気自動車の導入、(3)環境アクションポイント事業の拡充、

(4)本庁舎内におけるウォーターサーバーの設置、など

◆所感：脱炭素社会を目指し、行政と民間、区民が同じ意識

持ってまちづくりに向けた取り組みをしている。刈谷市として更なる

推進の必要性を感じた。
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【あとがき】

3月23日～4月4日、各日10:00～21:00まで亀城・洲原

各公園で「刈谷桜まつり」が開催されます。

期間中は、両公園でキッチンカー、亀城公園では市民茶会など

催事が開催されるほか、日没～21時までぼんぼりライトアップも

されます。是非出かけてみてください。

3月に入りましたが、朝夕の寒暖差は、しばらく続きそうです。

健康管理には十分に留意され、お過ごしください。

【3月の予定】
1日～22日 ～3月定例会

6日 刈谷南中学校卒業式

9日 スポーツふれあいday

10日 刈谷市消防団観閲式

18日 幼児園修了式

19日 小学校卒業式

【3月の暦】
3日 桃の節句

5日 啓蟄（けいちつ）

17日 彼岸

20日 春分の日

◎手作り観光ガイドブック

（2日目）視察先：千葉県 野田市

テーマ：PR推進室について

（3日目）視察先：埼玉県 吉川市

テーマ：吉川市プレゼン力養成講座・吉川市児童生徒プレゼンテーション大会ついて

１．PR推進室発足の経緯について

多くの市民の方々が、市の良さを知らないという市見解で、

原因としては、情報発信が広報誌中心となっていたこと、

庁内でも情報が重複しているなど共有がされていないために

魅力を十分に発揮できていなかった。

市民はもちろん、市外の方にも野田の魅力を知ってもらい、

結果として人が集まるようなPRを強化していく必要が

あると考え、令和４年４月１日にPR推進室発足。

2．PR推進室の活動内容について

・PR推進室の職員が積極的にイベントに参加

・映画やドラマの撮影支援

・「健康スポーツ文化都市宣言記念式典」での演出、

のぼりなどのデザイン作成

・職員自らまちなかを取材し、

手作りで観光ガイドブックを発行

・シンガーソングライター、ナオトインティライミ氏に

野田市応援ソング「The Day」の制作依頼

・野田市出身のオリンピック出場選手や

落語家によるパネルディスカッション など

◆所感：組織内に市長直轄のPR専門部署をおき、さらに職員の方々自らが

取材し手作りのパンフレットを作成していること、加えて、市職員が

部署間を超えて市の良さの情報を共有しながらPRを推進していること、

そのことを職員だけではなく、市民の方も市内外にPRするというように

市全体で取り組みに対して意気込みを感じた。

目的：〇相手意識や目的意識を持った「わかりやすく」「効率的な」

プレゼンテーションをとおし、自己肯定感等の非認知能力や

情報活用能力を高める。

〇ICTを利活用し、自分の考えや思いを原稿に頼ることなく、

相手に伝えることができるプレゼンテーション能力の育成を図る。

〇発表内容を決定するにあたり、与えられたテーマについて探求

的に活動を進めることで、児童生徒の課題解決能力の向上を図る。

参加資格：小学5年生から中学3年生

◆所感：疑問に感じたことなどを自ら考え、探求心を持たせ研究、自らがまとめ、

原稿なしで自身の考えを発表することで自信を持たせる教育方法は、短期的な事

ではなく長期的な個々人の財産として、社会人としても適応できることになると感じた。




